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阿弥陀如来坐像 拓本 

拓本を採る岡村庄造氏 

太
田
四
つ
角
の
道
し
る
べ
の
阿
弥
陀
如
来
さ
ま 

 

尾
田 

武
雄 

  

富
山
県
砺
波
市
太
田
の
中
心
部
に
通
称
「
太
田
の
四
つ
角
」
が
あ
る
。
南
北
に
現
在
の

庄
川
と
旧
庄
川
の
流
路
で
あ
っ
た
千
保
川
の
中
に
あ
る
旧
道
が
中
筋
往
来
で
あ
る
。
こ
れ

は
商
都
高
岡
と
井
波
別
院
瑞
泉
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
井
波
町
を
結
ぶ
重
要
な
旧
道
で
あ
っ

た
。
ま
た
東
西
は
砺
波
市
の
中
心
で
あ
る
出
町
と
富
山
市
を
結
ぶ
路
線
で
こ
れ
も
貴
重
な

道
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
旧
国
道
三
八
九
号
で
も
あ
り
、
現
在
は
金
沢
市
と
富
山
市
を
結

ぶ
最
短
距
離
の
重
要
な
道
路
で
も
あ
る
。
こ
の
両
旧
道
に
交
わ
る
と
こ
ろ
が
こ
の
四
つ
角

で
あ
る
。 

 

そ
の
角
に
小
堂
が
あ
り
、
中
央
に
浮
彫
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
鎮
座
し
て
い
る
。
砺
波

地
方
は
真
宗
王
国
で
あ
る
が
、
こ
の
太
田
地
区
は
高
野
山
真
言
宗
千
光
寺
の
檀
家
の
多
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
真
宗
門
徒
は
四
分
の
三
以
上
の
割
合
で
あ
ろ
う
。
お
堂
に
は
ほ

か
に
や
は
り
浮
彫
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
も
あ
る
。
高
知
市
の
日
本
石
仏
協
会
理
事
岡
村
庄

造
氏
が
こ
の
石
仏
の
拓
本
採
り
に
来
ら
れ
た
。
き
れ
い
な
採
拓
で
岡
村
氏
の
人
柄
が
感
じ

ら
れ
る
。
ほ
か
近
く
の
石
仏
を
ご
案
内
し
た
が
、
砺
波
の
石
仏
は
や
さ
し
く
、
お
だ
や
か

で
す
ね
と
は
岡
村
氏
の
談
話
が
心
に
残
っ
て
い
る
。 

 

さ
て
こ
の
石
仏
の
、
銘
文
も
し
っ
か
り
読
め
る
「
東
ふ
な
ば 

西
で
ま
ち 

下
高
岡 

上

井
波
」
と
あ
る
。
交
通
の
安
全
を
願
っ
て
造
像
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
旧
道
を
歩
く
人
々

の
道
し
る
べ
と
し
て
親
し
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
東
ふ
な
ば
」
と
あ
る
の
は
、
現

庄
川
の
太
田
橋
付
近
に
あ
っ
た
、
渡
し
舟
の
舟
場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
指
し
て
い
る
。
何

気
な
く
長
く
安
置
さ
れ
て
い
る
石
仏
で
あ
る
が
、
じ
っ
く
り
拝
見
す
る
こ
と
で
実
に
雄
弁

に
語
り
か
け
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 
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お堂の場所（左） 

背景は杉原中学校と牛岳 

道路は旧県道立山山田線 

東から写す 

富山市八尾町大杉の石仏 

釈迦如来 or 薬師如来？ 

自
宅
か
ら
い
ち
ば
ん
近
い
石
仏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
井 

兵
英 

 

富
山
県
富
山
市
八
尾
町
大
杉
（
杉
原
中
学
校
東
二
百
ｍ
、
旧
立
山-

山
田
線
南
）
に
あ
り

ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
小
堂
に
祀
ら
れ
、
私
た
ち
は
「
お
地
蔵
さ
ま
」
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
小
学
生
の
こ
ろ
一
～
二
度
、
お
地
蔵
さ
ま
祭
り
に
参
加
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
堂

の
前
に
ご
ざ
を
敷
き
、
道
を
通
る
人
た
ち
に
お
供
物
や
賽
銭
を
お
願
い
し
、
夕
方
に
は
尼

さ
ん
が
読
経
さ
れ
、
お
供
物
を
分
け
て
頂
い
て
帰
り
ま
し
た
。
八
尾
町
教
育
委
員
会
『
石

仏
を
訪
ね
て
』
（
平
成
二
年
）
に
は
「
地
蔵
菩
薩
、
高
さ
三
十
四
㎝
、
幅
二
十
五
㎝
、
創

建
明
治
二
十
年
頃
、
管
理
者
名
と
由
来
・
道
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
」
と
あ
り
、
ま
た
『
富

山
市
ふ
る
さ
と
歴
史ma

p

』
富
山
市
教
育
委
員
会
に
は
「
如
来
坐
像
」
と
あ
り
ま
す
。
た
し

か
に
こ
の
道
は
婦
中
町
道
島
や
八
尾
か
ら
成
子
の
渡
し
で
神
通
川
を
渡
り
、
大
久
保
町
、

上
滝
ま
で
を
東
西
に
結
ぶ
道
路
で
す
。
先
日
、
平
井
一
雄
氏
と
尾
田
武
雄
氏
に
見
て
頂
く

機
会
が
あ
り
、
改
め
て
拝
観
し
ま
し
た
。
な
ん
と
螺
髪
。
両
先
生
の
所
見
で
は
、
「
釈
迦

如
来
か
薬
師
如
来
の
よ
う
だ
が
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
右
手
は
補
修
さ
れ
指
の
形
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
銅
の
薬
壺
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
年
は
祭
り
も
行
わ
れ
ず
、
顧

み
る
人
も
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
わ
が
村
の
東
の
入
口
で
道
路
を
行
く
人
々
を
見
守
り
、

ま
た
疫
病
の
侵
入
を
防
い
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
、
改
め
て
感
謝
し
ま
し
た
。 

ま
っ
た
く
別
の
お
話
し
で
す
。
コ
ロ
ナ
渦
が
叫
ば
れ
て
か
ら
、
私
は
ひ
と
り
で
近
所
の

「
西
国
三
十
三
所
観
音
写
し
」
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
旧
・
大
沢
野
町
寺
家
公
園
の
写
し
観

音
霊
場
は
有
名
で
す
。
元
富
山
市
埋
文
セ
ン
タ
ー
所
長
の
古
川
知
明
先
生
が
ネ
ッ
ト
の
「
富

山
石
文
化
研
究
所
」
で
「
石
仏
に
よ
る
小
規
模
写
し
霊
場
」
と
し
て
十
カ
所
を
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
旧
・
大
山
町
日
尾
の
「
万
泉
寺
跡
の
観
音
様
」
の
表
情
が
美

し
く
、
私
は
い
ち
ば
ん
好
き
で
す
。
古
川
先
生
は
作
者
と
し
て
中
川
甚
右
衛
門
を
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
『
と
や
ま
民
俗
・
日
尾
民
俗
誌
』
（
富
山
民
俗
の
会 

二
〇
〇
二
年
）
で
平

井
一
雄
氏
、
尾
田
武
雄
氏
も
こ
の
石
仏
の
調
査
考
察
を
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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日
蓮
宗
寺
院
の
笠
塔
婆
陽
刻
板
碑 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
の
能
登
地
区
は
ほ
ぼ
全
域
が
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
板
碑
の
造
立
が

盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
に
浄
土
真
宗
や
日
蓮
宗
な
ど
に
改
宗
さ
れ
た
寺
院
が
多
い
。
能
登
地

区
に
は
数
多
く
の
板
碑
が
み
ら
れ
る
が
、
笠
塔
婆
を
陽
刻
し
た
板
碑
は
少
な
く
、
羽
咋
市

周
辺
の
日
蓮
宗
寺
院
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

妙
成
寺
の
板
碑 

 

羽
咋
市
滝
谷
町
の
日
蓮
宗
本
山
金
榮
山
妙
成
寺
は
、
永
仁
二
年(

一
二
九
四)

に
日
像
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
能
登
随
一
の
大
伽
藍
で
あ
り
、
十
棟
が
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
開
山
堂
内
に
は
日
像
の
供
養
塔
で
あ
る
笠
塔
婆
を
中
心
に

歴
代
の
笠
塔
婆
が
並
ん
で
お
り
、
開
山
堂
右
手
の
覆
い
堂
に
も
多
く
の
笠
塔
婆
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
。
浄
行
堂
、
開
山
堂
右
手
の
覆
い
堂
な
ど
に
板
碑
が
み
ら
れ
る
。
浄
行
堂
内
の

板
碑
の
い
く
つ
か
は
、
以
前
は
浄
行
堂
周
辺
に
点
在
し
て
い
た
。
ま
た
開
山
堂
右
手
の
覆

い
堂
内
の
板
碑
は
、
主
に
墓
地
内
に
点
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

浄
行
堂
内
に
は
、
浄
行
菩
薩
の
左
奥
に
三
基
、
右
奥
に
二
基
の
板
碑
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。
左
か
ら
順
に
見
て
み
よ
う
。 

①
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、「
妙
法
蓮
華
経
」
を
陰
刻
す
る
。
高
さ
約
38

cm
。 

②
笠
塔
婆
陽
刻
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、
塔
身
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
の
か
不
明
で

あ
る
。
高
さ
約
45

cm
。 

③
方
錐
型
で
、
金
剛
界
大
日
種
子
「
バ
ン
」
を
薬
研
彫
り
し
て
い
る
。 

④
剥
落
が
激
し
く
、
信
仰
標
識
が
不
明
で
あ
る
。 

⑤
方
錐
型
で
、
金
剛
界
大
日
種
子
「
バ
ン
」
を
薬
研
彫
り
し
て
い
る
。 

 

開
山
堂
右
手
の
覆
い
堂
に
は
、
左
手
前
に
四
基
、
右
手
前
に
は
三
基
の
板
碑
が
納
め
ら

れ
て
い
る
。
左
か
ら
順
に
見
て
み
よ
う
。 

⑥
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
一
基
を
陽
刻
し
、
塔
身
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題

目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
高
さ
約
42

cm
。 

⑦
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
一
基
を
陽
刻
し
、
塔
身
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題

目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
高
さ
約
48

cm
。 

⑧
上
部
に
二
条
線
を
刻
み
、
五
輪
塔
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
。
水
輪
部
に
金
剛
界
大
日
如

来
種
子
の
「
バ
ン
」
を
薬
研
彫
り
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
。 

⑨
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
婆
二
基
を
並
列
し
て
陽
刻
し
し
て
い
る
。
各
々
の
塔
身

に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
よ
う
だ
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
高

さ
約
40

cm
。 

⑩
笠
塔
婆
一
基
を
陽
刻
し
、
塔
身
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
。

高
さ
約
36

cm
。 

⑪
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
一
基
を
陽
刻
し
、
塔
身
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題

目
を
陰
刻
し
、
そ
の
下
に
蓮
座
を
陰
刻
し
て
い
る
。
高
さ
約
56

cm
。 

⑫
五
輪
塔
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、
下
半
分(

水
輪
と
地
輪)

が
大
き
く
欠
損
し
て
い
る
。 

 

墓
地
内
に
も
板
碑
が
み
ら
れ
る
が
、
残
欠
で
あ
り
信
仰
標
識
な
ど
を
確
認
で
き
な
い
。 

二
基
の
方
錐
型
板
碑
と
五
輪
塔
陽
刻
板
碑
は
、
妙
成
寺
創
建
以
前
に
造
立
さ
れ
た
も
の

で
、
後
に
寺
域
へ
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

本
成
寺
の
板
碑 

 

羽
咋
市
柴
垣
町
の
日
蓮
宗
長
興
山
本
成
寺
は
、
応
永
三
年(

一
三
九
六)

に
日
立(

妙
成
寺

五
世)

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
明
治
二
十
九
年
に
、
柴
垣
の
集
落
内
か
ら

現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。
開
山
堂
内
に
、
日
立
の
供
養
塔
で
あ
る
笠
塔
婆
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。
開
山
堂
内
に
二
基
、
開
山
堂
左
手
の
小
堂
内
に
も
二
基
の
板
碑
が
み
ら
れ
る
。 

①
五
輪
塔
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、
水
輪
部
に
金
剛
界
大
日
如
来
種
子
の
「
バ
ン
」
を

薬
研
彫
り
し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
と
し
な
い
。 

②
五
輪
塔
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、
水
輪
部
に
金
剛
界
大
日
如
来
種
子
の
「
バ
ン
」
を

薬
研
彫
り
し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
と
し
な
い
。 

③
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
。
塔
身
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
高
さ
約
30

cm
。 

④
五
輪
塔
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、
水
輪
部
に
金
剛
界
大
日
如
来
種
子
の
「
バ
ン
」
を

薬
研
彫
り
し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
と
し
な
い
。 
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妙成寺② 妙成寺⑥ 

 

妙成寺⑦ 

 

妙成寺⑨ 妙成寺⑩ 妙成寺⑪ 

妙
法
輪
寺
の
板
碑 

 
宝
達
志
水
町
麦
生
の
日
蓮
宗
寶
榮
山
妙
法
輪
寺
は
、
も
と
は
法
輪
寺
と
い
う
真
言
宗
寺

院
で
あ
っ
た
が
、
七
百
余
年
前
に
日
像
と
日
源
に
よ
っ
て
日
蓮
宗
に
改
宗
さ
れ
妙
法
輪
寺

と
改
め
ら
れ
た
。
境
内
の
大
き
な
ナ
ン
テ
ン
が
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

梵
鐘
は
第
三
代
宮
崎
寒
雉
作
で
、
享
保
十
九
年(

一
七
三
四)

の
銘
が
み
ら
れ
る
。 

 

本
堂
裏
手
の
位
牌
堂
内
に
五
基
の
板
碑
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
墓
地
内
の
無
縁
墓
に
は

三
基
の
板
碑
が
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。
位
牌
堂
内
の
五
基
は
二
段
の
檀
上
に
置
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
手
前
左
を
①
、
手
前
右
を
②
、
奥
の
三
基
を
左
か
ら
順
に
③
④
⑤
と
し

て
お
き
た
い
。
ま
た
墓
地
内
の
三
基
は
、
左
か
ら
⑥
⑦
⑧
と
し
て
お
こ
う
。 

①
五
輪
塔
一
基
を
陽
刻
し
、
水
輪
部
に
金
剛
界
大
日
如
来
種
子
の
「
バ
ン
」
を
薬
研
彫
り

し
て
い
る
。
改
宗
以
前
の
真
言
宗
時
代
の
作
で
あ
る
。
高
さ
約
60

cm
。 

②
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
婆
二
基
を
並
列
し
て
陽
刻
し
、
各
々
の
塔
身
に
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
高
さ
約
40

cm
。 

③
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
一
基
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、
塔
身
に
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
高
さ
高
さ
約
27

cm
。 

④
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
婆
二
基
を
並
列
し
て
陽
刻
し
、
各
々
の
塔
身
に
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
笠
塔
婆
右
手
の
碑
面
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
判
読
で
き
な
い
。
高
さ
約
40

cm
。 

⑤
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
一
基
を
陽
刻
し
、
塔
身
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題

目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
笠
塔
婆
右
手
の
碑
面
に
「
妙
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
高
さ
約
48

cm
。 

⑥
上
部
に
一
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
婆
二
基
を
並
列
し
て
陽
刻
し
、
各
々
の
塔
身
に
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
下
部
が
破
損
し
て
い
る
。
高
さ
約
40

cm
。 

⑦
笠
塔
一
基
を
陽
刻
し
、
塔
身
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
笠

塔
婆
右
手
の
碑
面
が
左
側
よ
り
も
広
い
こ
と
か
ら
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
が
、
痕
跡
を
確
認
で
き
な
い
。
高
さ
約
45

cm
。 

⑧
上
部
に
二
条
線
を
刻
み
、
笠
塔
婆
二
基
を
並
列
し
て
陽
刻
し
、
各
々
の
塔
身
に
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
陰
刻
し
て
い
る
。
高
さ
約
43

cm
。 

 

妙
法
輪
寺
に
は
八
基
の
板
碑
が
み
ら
れ
る
が
、
五
輪
塔
を
陽
刻
し
た
一
基
は
真
言
宗
時

代
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
七
基
は
笠
塔
婆
を
陽
刻
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
板
碑
造
立
が
盛

ん
で
あ
っ
た
時
期
に
改
宗
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

羽
咋
市
と
羽
咋
郡
宝
達
志
水
町
の
日
蓮
宗
の
古
寺
を
訪
ね
た
。
三
ヶ
寺
に
、
あ
わ
せ
て

二
十
四
基
の
板
碑
を
確
認
し
、
そ
の
う
ち
の
半
数
以
上
の
十
四
基
が
笠
塔
婆
陽
刻
板
碑
で

あ
っ
た
。
金
沢
市
に
も
同
時
期
に
創
建
あ
る
い
は
改
宗
さ
れ
た
日
蓮
宗
寺
院
が
い
く
つ
か

あ
る
が
、
笠
塔
婆
陽
刻
板
碑
は
確
認
で
き
な
い
。
加
賀
地
方
は
板
碑
が
ほ
と
ん
ど
造
立
さ

れ
な
い
地
域
で
あ
り
、
他
宗
派
の
板
碑
も
金
沢
市
周
辺
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。 
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本成寺③ 妙法輪寺② 妙法輪寺③ 妙法輪寺④ 

妙法輪寺⑤ 妙法輪寺⑥ 妙法輪寺⑦ 妙法輪寺⑧ 

妙成寺開山堂の笠塔婆 本成寺開山堂の笠塔婆 
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近
く
の
墓
地
に
あ
る
二
臂
の
千
手
観
音
墓
標 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
井 

一
雄 

 

旧
市
町
村
に
は
大
字
単
位
で
共
同
墓
地
が
あ
り
、
か
っ
て
は
火
葬
場
も
併
設
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
が
多
い
。
近
代
の
墓
石
以
外
に
地
蔵
、
観
音
な
ど
に
戒
名
・
法
名
・
命
日
な
ど

を
刻
し
た
個
人
墓
標
も
多
く
あ
る
。 

富
山
県
旧
大
沢
野
町
の
長
附
地
区
共
同
墓
地
、
南
部
上
大
久
保
地
区
、
坂
本
二
区
の
共

同
墓
地
を
散
策
し
て
い
る
と
、
未
開
敷
蓮
華
を
持
つ
聖
観
音
や
蓮
台
持
観
音
の
墓
標
も
多

く
あ
る
中
で
、
冠
を
冠
っ
て
い
る
が
蓮
台
な
ど
の
持
物
も
な
く
、
冠
合
掌
の
勢
至
菩
薩
で

は
な
い
観
音
墓
標
を
数
体
見
つ
け
た
。
手
印
は
右
手
左
手
の
手
の
ひ
ら
を
上
下
に
重
ね
る

梵
篋
印
と
い
わ
れ
る
善
光
寺
如
来
の
脇
侍
仏
の
手
印
で
あ
る
。 

『
諸
宗
仏
像
圖
彙
』
に
こ
の
石
像
に
そ
っ
く
り
な
図
像
が
あ
っ
た
。
図
像
は
三
室
戸
寺

の
千
手
観
音
で
あ
り
、
梵
篋
印
の
手
印
で
あ
る
。
墓
標
の
石
像
も
梵
篋
印
の
よ
う
で
あ
る
。 

三
室
戸
寺
の
資
料
を
調
べ
た
。 

『
西
国
巡
礼
三
十
三
所
観
音
め
ぐ
り
』
（
佐
和
隆
研
一
九
七
〇
年
三
月
）
に
よ
る
と 

西
国
三
十
三
所
観
音
第
十
番
三
室
戸
寺
の
本
尊
千
手
観
音
は
秘
仏
で
あ
リ
、
こ
こ
に
掲
げ

た
写
真
は
前
立
仏
で
あ
る
。 

こ
れ
は
本
尊
の
摸
刻
で
飛
鳥
時
代
の
形
式
を
備
え
た
木
彫
観
音
像
で
あ
る
。 

こ
の
寺
に
は
平
安
時
代
の
仏
像
が
数
体
も
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
秘
仏
本
尊
も
前

立
仏
か
ら
推
測
す
る
と
飛
鳥
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
云
々 

二
臂
の
梵
篋
印
で
千
手
観
音
の
い
わ
れ
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

報
告
す
る
観
音
墓
標
は
大
正
・
昭
和
の
作
で
あ
り
江
戸
に
遡
る
も
の
は
な
い
。 

 注 ・
手
印
は 

印
、 

印
相
と
も
い
う
。 

仏
教
に
お
い
て
、
手
の
指
で
様
々
な
形
を
作
り
、
仏
・
菩
薩
・
諸
尊
の
内
証
を
標
示
す

る
も
の
。 

  

行
者
が
本
尊
と
融
合
す
る
た
め
に
、
そ
の
本
尊
の
印
相
を
結
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
も
と
も

と
は
、
印
相
に
関
す
る
定
ま
っ
た
儀
軌
は
無
か
っ
た
が
、
密
教
の
発
達
に
伴
っ
て
印
相
が

定
ま
り
、
意
味
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
儀
軌
の
成
立
し
た
時
代
の
違
い
や
地
方
の

別
に
よ
っ
て
、
印
相
に
は
差
異
が
あ
る
。 

・
梵
篋
印 

一
切
随
心
真
言
印
と
も
い
う
。 

入
唐
八
家
の
一
人
で
平
安
時
代
の
僧
・
宗
叡
が
、
唐
国
で
伝
授
さ
れ
た
大
隧
求
菩
薩
の

八
印
の
八
番
目
が
「
一
切
随
心
真
言
印
」
で
あ
る
。 

・
印
の
結
び
方 

仰
向
け
に
し
た
左
掌
を
胸
に
あ
て
、
う
つ
伏
せ
に
し
た
右
の
掌
を
そ
の
上
に
合
わ
せ
る
。 

・
梵
篋
印
の
由
来 

大
隧
求
菩
薩
の
持
物
で
あ
る
「
梵
篋
」
は
経
文
を
記
し
た
貝
多
羅
葉
（
バ
イ
タ
ラ
ヨ
ウ 

タ
ー
ラ
樹
の
葉
）
を
重
ね
、
そ
の
上
下
を
板
で
挟
む
形
式
の
経
本
で
、
今
も
チ
ベ
ッ
ト
や

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
仏
教
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
印
は
そ
の
形
状
を
表
し
て
い
る
。 

大
隧
求
菩
薩
に
は
滅
罪
の
霊
験
が
あ
り
、
と
く
に
横
死
者
の
供
養
で
こ
の
菩
薩
の
印
を
結

び
、
真
言
を
唱
え
る
と
必
ず
成
仏
す
る
と
さ
れ
た
。 
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美しい観音様です。幕末頃の金沢石工の
作と思われます。 

横川子安地蔵尊(令和元年九月) 
昔、疫病が流行って子供や村人が亡く
なったことにより、供養と安全を願っ
て祀られたと言われています。 

 

      

         

自
宅
近
く
の
寺
院
の
石
仏 

 

池
田 

紀
子 

 

石
川
県
金
沢
市
横
川
四
丁
目
の
曹
洞
宗
慈
眼
庵
境
内
の
観
音
と
地
蔵
で
す
。 

          

             

旧大沢野町坂本２区古墓標群 

大正七年■■ 

新皈眞彭倫■寿信女 
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川
除
地
蔵(

阿
弥
陀
如
来)

報
告
書 

 

尾
田 

武
雄 

 

所
在
地 

富
山
県
砺
波
市
上
中
野 

法
量 

高
さ
92
㎝ 

 

幅
45
㎝ 

 

厚
さ
35
㎝ 

 
 
 

像
高
36
㎝ 

 
幅
30
㎝ 

銘
文 

台
座
に
雄
渾
な
薬
研
彫
り
で
「
御
川
除
」
と
あ
る
。 

石
材 

自
然
石 

 

グ
リ
ー
ン
タ
フ
・
緑
色
凝
灰
岩
（
砺
波
地
方
で
は
俗
に
金
屋
石
と
い
わ
れ
る
）
。 

造
像
年 

お
お
よ
そ
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

作
者 

そ
の
作
風
や
彫
法
か
ら
、
一
生
の
間
一
千
体
を
彫
っ
た
と
さ
れ
る
森
川
栄
次
郎
作

と
は
明
ら
か
に
違
う
。
庄
川
町
金
屋
に
住
し
た
石
工
の
作
で
は
な
く
、
井
波
石
工
の
手
に

か
か
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

管
理
者 

昭
和
五
十
八
年
頃
に
中
野
地
区
の
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
石
仏
調
査
に
よ

る
と
、
そ
の
時
点
で
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
集
落
の
管
理
下
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

所
見 

良
質
の
緑
色
凝
灰
岩(

金
屋
石)

の
自
然
石
を
使
用
し
、
中
を
約
14
㎝
深
く
皿
状
に

く
ぼ
め
た
状
態
に
し
て
い
る
。
尊
像
を
浮
彫
り
に
す
る
こ
の
地
方
特
有
の
様
式
で
あ
り
、

外
側
が
お
堂
の
よ
う
な
役
割
を
感
じ
さ
せ
る
。
如
来
の
特
徴
で
あ
る
肉
髻
は
確
か
に
あ
り
、

螺
髪
は
風
化
で
薄
れ
て
は
い
る
が
認
め
ら
れ
る
。
お
顔
は
丸
み
が
あ
り
上
品
で
耳
は
大
き

い
、
目
は
半
眼
で
、
鼻
は
長
い
年
月
の
た
め
か
や
や
削
れ
た
感
じ
を
受
け
る
。
口
元
は
や

や
笑
み
を
た
く
わ
え
、
衣
文
は
さ
ら
り
と
し
三
道
も
見
受
け
ら
れ
、
全
体
か
ら
受
け
る
雰

囲
気
は
小
さ
い
石
仏
で
あ
る
が
大
き
く
見
え
る
。
台
座
の
蓮
弁
は
シ
ン
プ
ル
で
、
そ
こ
に

坐
す
像
は
風
格
の
あ
る
姿
で
あ
る
。
結
跏
趺
坐
し
、
両
手
を
上
向
け
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

親
指
と
、
人
さ
し
指
を
捻
じ
て
臍
下
で
組
み
合
わ
せ
る
弥
陀
定
印
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

像
容
か
ら
で
は
明
ら
か
に
阿
弥
陀
如
来
像
で
あ
る
。
し
か
し
地
元
で
は
川
除
地
蔵
を
呼
ば

れ
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
地
元
に
と
っ
て
は
崇
敬
す
る
石
仏
で
あ
る
の
で
、
地
元
で
伝
え
ら

れ
る
呼
称
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

             

会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。 

残
念
で
す
が
、
十
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
例
会
を
中
止
し
ま
す
。 

春
も
開
催
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
来
年
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
す
。 

路
傍
の
石
仏
を
探
訪
す
る
だ
け
な
ら
ば
感
染
の
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
何
気
な
く

見
過
ご
し
て
い
る
近
所
の
石
仏
を
、
も
う
一
度
ゆ
っ
く
り
と
見
直
し
て
み
る
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。 


